
　今回の愛知県教委との賃金確定交渉に参加し、改めて痛感したのは、教育現場はと
うに限界を超えているということです。担任手当3,000円という提案は、担任が日々
背負っている責任や緊張、膨大な業務量を、あまりにも軽く扱っている象徴といえま
す。これでは「評価した」とは到底言えません（そもそも手当によって職員間に分断
を持ち込むべきではありません）。さらに深刻なのは、特別支援や通級指導を担う教
員の給料の調整額が削減されることです。高度な専門性と細心の配慮が求められ、心
身の負担が最も重い業務の一つであるにもかかわらず、まったく処遇に反映されてい
ません。この不公平は看過できません。いま県内各地で教員不足によって生じた
「穴」を残りの教員で産めなければならず、現場は疲弊しきっています。子どもたち

の成長を支えるはずの教員が、
限界を超えた環境で働き続けて
いる、この異常事態を早急に是
正すべきです。現場の声を真正
面から受け止め、実効性ある処
遇改善を強く求めます。 
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